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家庭の節電<今冬の節電のお願い>

今冬の節電ヘのご協力のお願い

今冬、北海道電力管内では瞬間的な需要変動に対応するために必要と

される予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、大規模な発電所
のトラブルが発生した場合、安定供給ができない可能性が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力を
して参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電気を供給す
るため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお
願い申し上げます。

家庭では、いつ、どれだけ節電をすれぱ良い?

0平成22年度比'フ%以上の数値目標を伴う節電につきましては、以下
の期間・時間帯においてご協力をお願いします。

12月10日(月)~12月28日(金) 16.00~2100

1月7日(月)~ 3月1日(金) 800~21:00

3月4日(月)~ 3月8日(金) 16.00~21.00

0上記の期間・時間帯を除く12月3日(月)~3月29日(金)の8:00~21
においても、数値目標を伴わない節電をお願いします。

※冬の北海道は夜間も電力需要が高い水準であるという性格を踏まえ
ピークシフトではなくピークカット1こよる節電をお願いいたします。

1213 12/7 12110

8:00-21:00
数値目なしの節

8:00-16:00
数値目標なしの節

12128 1P

※土日,休日及び年末年始(12131~ν4)を除きます。
※北海道電力管内にて節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれの需要家の平成22年
度の使用最大電力(kvv)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。
※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている平成22年
度比'33%を参考として下さい。

※気温の低下、降雪時などは、需要が増大する可能性があり、特に節電に取組んでいただく二と
が重要です。

1600-21:00

'フ%以上の節電

8:00-21:00

'フ"以上の節置

.高齢者、障害のある方々などは、それぞれのご事情のもと、無理のない範囲でご協力(使用してい
ない部屋の電気はこまめに消す等)をお願いします。

3門 314

800-16:00
数値目標なしの節・.

318 3門1

16:00-2100

'7貼以上の節電

3129

800-2100
数位目標なしの節



家庭の節電<今冬の節電のお願い>

冬の力使用の特徴

冬の北海道における電気の使用は、終日にわたり、ほぼ一定のさで推移す
ることが特徴となっています。家庭用においては、特に16時~21時までを中心
に、電気製品の使い方を工夫することなどによる節電をお願いします。

冬の北海道における平日の電の使われ方(イメージ)

総需要

特に1鰐から21時までの時間帯
にご協力をお願いします。

家庭用

節電をお願いしたい時間帯

この時間帯についても
可能な範囲での節電に
ご協力をお願いします

0

家庭では、冬にどんな電気製品を使っている?

畢

8

北海道の家庭における冬の19時頃の消費電力

畢
節

その他,28%

(電気ポット、食

器洗い乾燥

機、ジャー炊飯
器、洗濯・乾燥

機、温水便座),
15%

畢

待電力,
7%

16

この時闘帯についても
可能な範囲での節電に
ご協力をお願いLます

21 24

【サンプルデータ等より貞源エネルギー庁にて推計】

@
照明、冷蔵庫、テレビを中心とした節電が重要です
また、北海道の冬に欠かせない暖房機器にはさまざ

まな種類のものがあります。
消費電力が大きい暖房機器をお使いのご家庭は、こ
れらの電気製品の節電もお願いします。

暖房、電気

カーペット,6%

【資源エネルギー庁推計】

テレビ,
9%

時

(消費電力目安)

電気力ーヘットフ60~1,00OVV(3畳用
ファンヒーター 1,150VV
オイルヒーター 360~1,50OVV

ハロゲンヒーター 120OVV
電気ヒーター 800~1,00OW



家庭の節メニュ ^

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものをチェックして頂
き、以下を目安に合計が796P上となるようにご協力をお願いします。

節電メニュー

[二Ξヨロ@)・不要な照明をできるだけ消しましょう。

[二国口② 画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。

蔵庫

③姦1閏需張底e驫¥、'テ三、ぎξ、1詫セ里[ニニ三刃口
しょう。 食品の傷みにご注意ください

定温度を下げ、不使用時はふたを[::::ニコ[]・便座保温・温水の
④ 閉めましょう。

機電・りモコンではなく、本体の主源を切りましょう。

目⑤・長芦敲加い稜器は0ンセントからプラグ掻詠[ニニニ玉]ロ
しょう。

Y外出の際にも③、④、⑤の節にご協力をお願いします。

照明

テしビ

'6%

'19血

温水洗浄便座

'296

'2%

3

合計'フ%

^亜

合計'フ%

<照明>不要な照明をできるだけ消す。
<温水洗浄便座>便座保温・温水の設定温度を下げ、

不使用時はふたを閉める。

<テレビ>省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げる。
必要な時以外ほ消す。・ーーー'3%

※標準→省エネモードに設定し、
使用時間を2/3に減らした場合

<冷蔵庫>冷蔵庫の設定を鴎ヨ」に変える。
<待機電力>りモコンではなく、本体の主電源を切る。

※一般家庭のピーク時の消費
※源エネルギー庁推計

カ(約1.00OW)に対する削減率の目安

電機



家庭の節電メニユ

節電メニュー

暖房機器、給湯機器、ルーフヒーティング、ロードヒーティング

機器
(畷房機器共通)

在宅中は、自、から手動運、に変更し、路面状況に応じてこま
めにスイッチを入り切りしましょう。

房エアコン、
ヒートポンフ

室内の定温度を20゜Cにしましょう。なお、寒さを感じた場合は少し
厚着をしましょう。

外出時、就寝時、人がいない部の暖は無理のない範囲で控える
ようにしましょう。

ハロゲン、

電ヒーター

エアコンのフィルターはこまめに除しましょう。

室外機の周りに物を置かないようにしましょう。

電気力ーペ亨ト

こまめに温度定をしましょう。

人のいる部分だけをあたためるようにしましょう。

定温度を低めにしましょう。

床に熱が逃げないよう、断.、マットをくと効果的です。

機器
(気温水器、
エコキユート

共通)

入浴しない間は浴にフ夕をしましょう。

洗面、食器洗いなどでお湯を使用する時は、湯温を少し低めにしま
しょう。

フルオートタイプで、浴槽内の冷めたお湯の温度を上げる時は、
「追いだき」で温めなおすよりも「高温たじ」1こしましょう。

室外機の周りに物をかないようにしましょう。

運転モードを「おまかせ」(メーカーによっては「おまかせ節約」「おま
かせ'エネ」と表示)1こ定して使用しましょう。

エコキユート

チェ李ク

ルーフ

ヒーテーング

ロード

ヒーテ゛ング

根にがないときは、こまめにスイッチを切りましょう。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

口
口



家庭の節電メニュ

節電メニュー

一般電気製品

冷

電気ポ当ト

等

洗濯機

壁との間に適切な間隅を空けて置しましょう。

お'はコンロで沸かし、ポットの源は切りましょう。

容量の80%程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

省電力定を活用しましょう。

紙パック式はこまめにパックを交換しましょう。

掃除機の代わりにモップやほうきを使いましょう。

パソコン

除機

ライフ

スタイル
鍋物など、暖かい食を家族一緒にとりましょう(ウォームシェア)。

家族団らんでTVを見たり、読書やゲームなどを楽しみましょう。

契の見
見える化

契約力の見直し(節金メニュー、適切なアンペア定等)

しや北海道電力にご相談ください。
(ブレーカーの交換工事等が必要になる場合があります。

力会社のウェブサイトに登録いただき消費電力を「見える化」

家庭には、他にも消費力が大きい電製品があります。
できる限り使用時間を短縮する工夫をしていただくなど、ご協力をお願いします。

チェ四0

ジャー炊飯器

IHクッキング
ヒーター

浴室乾燥機

気ポット

オイル

ヒーター

食器洗い乾機

掃除機

J、ロゲン
ヒーター

子レンジ

温水洗浄便座

アイロン

ホットプレート

電気
ヒーター

ドライヤー

気
カーペット

オーブン
トースター

洗濯・乾機
(乾燥)

フアン

ヒーター

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ



家庭の節メニュー<取組みの例>

節電・省エネの実施は、電気代の節約にもつながります。

伊上冷蔵庫ヘの詰め込みすぎをやめる
テレピ画面の輝度を下げるーー・ーー・・年間約600円の節約(32V型液晶テレビ1台あたり)
照明の点灯時問を1日1時間短縮・・・一年間約430円の節約(54W白熱電球1灯あたり)

照明を電球型蛍光灯に取り替えるー・・・年間約1,850円の節約(54W白熱電球を12W電球型
蛍光灯に取り替えた場合)

※上記の数値は、いずれも年間を通じて取り組んだ場合の目安です

※詳細は、「家庭の省エネ大事典 2012年版」(h廿 11艸W.eccor

゛

有効です。省エネ家電ヘの買い替えに際しては、統一省エネラベ
ルを参考にしてください。

(お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え
ることもありますのでご注意ください。)

工 〆、

年間約960円の節約(冷蔵庫1台あたり)

い ーや、 LED

0節電時に注意していただきたいこと

0暖房の控え過ぎにご注意いただき、体調管理には十分気をつけてください

0暖房器具をご使用の際は、「ご使用上の注意」等をご確認いただき、安全にお使
いください。

0ホータブル石油ストーブ等をご使用される場合には、特に以下のことを注意しま
しょう。

・定期的に窓を開けるなどして必ず換気をしてください。新鮮な空気が不足すると、
一酸化炭素が発生します。
→拓崔物や布団等はストーブの近く1こ置かないようにしましょう。

0融雪用電力Uレーフヒーティング、ロードヒーティング等)の節電にご協力いただく
場合は、落雪事故、水道及び路面凍結による事故にご注意ください。

0外気温度が低い時や建物の断熱性能が低い場合、室温の低下による結露の発
生にご注意くたさい

ヘの も節電・省エネに

)をごください。

統一'エネラベル

^
この酉品の

エネ性 は7

量圏覗峠

0それそれのご事情に応じ、生活に支障のない範囲でご協力をお願いします

し

ι生冒圏,伺

明笥.^

236晦

4840

!直.,
.

キ

^



家庭の節電<節電・電力需給に関する情報等>

節電・電力需給に関する報等

.節電・電力需給に関する報をWebでご紹介しています

政府の節電ボータルサイト「節電」

htt .//WWVV.setsuden.0

経済産業省ホームページ

htt ://VVVVW.metl.0.' setsuden/index.html

北海道電力「でんき予報」

htt ://denki oho.he co.CO.'/forecast.html

尋でんき予聾(領艶粛力)の凡例

万kw"

.節電診、省エネ診断、出張説明会等のご案内

工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料節電
診断」「無料省エネ診断」を実施しています。

また、地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開
催する節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣
する「無料講師派遣」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル
サイト htt ://VVVVVV.ecc.or.'/shindan/index.htm1 をご確言忍下さい。

この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ
ンシェルジュ」を派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等
については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ
htt ://VVWVV,shouenekaden.com をご確言忍くナξさし、。

.節電・電力給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)

北海道経済産業局 011-709-2311(内2702、2703)資源エネルギー環境課
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冬季の節電メニユ
(事業者の皆様

北海道電力管

^^アクリず 参考資料2

①今冬の節電ヘのご協力のお願い

②冬季の電力需要の特徴

3業種別の節電メニューの例

・オフィスビル

・卸・小売店(百貨店、ドラッグストアなど)

.'食品ス^ノ、^

・医療機関(病院、診療所など)

・ホテル・旅館

・飲食店(ファミレス、居酒屋など)

・学校(小中高)

・製造業

・記載例

4取組の例

^
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今冬の節電ヘのご協力のお願い

事業者の皆様ヘの節電のご協力のあ願

今冬、北海道電力管内では暁間的恋需要変動に対応するために必
要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、大規模
な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給ができない可能性が
懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努

力をして参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電
気を供給するため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおの
節電のご協力をお願い申し上げます。

節電をお願いしたい期間・時問・節目標

OP成22年度比'フ%以上の数値目標を伴う節につきましては、

以下の期間・時間帯においてご協力をお願いします。
12月10日(月)~12月28日(金) 16:00~21:00
1月7日(月)~ 3月1日(金) 8:00~21:00

3月4日(月)~ 3月8日(金) 16:00~21:00
0上記の期間・時間帯を除く12月3日(月)~3月29日(金)の8:00
~21:00においても、数値目標を伴わない節電をお願いします。

1213 1217 12110

8:00-21:00
数値自標
なしの節電

8:00-16:00
数値目標
惹しの節電

12128

※土日・休日及び年末年始(12131~ν4)を除きます。

※北海道電力管内にて節電をお願いする期問・時間帯において、それぞれの需要寡の平成
22年度の使用最大電力(kvv)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。

※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている平成
22年度比'33%を参考として下さい。

※気温の低下、降雪時などは、需要が増大する可能性があの、特に節電に取組んでいただ
くことが重要です。

1:0

3/4

800-16:00
数値昌標
なしの節電

3侶 3門1 3/29

8:00-21:00
数値自標な
しの節電



今冬の節電ヘのご協力のお願い(数値目標付の節電

.使用最大力(kw)の抑制について
ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要寡の平成22年度の使用最大電力

(kw)等を目安とした基準からの節電をお願いします。

北海道電力管内における事業所Aの場合、平成22年度1月の使用最大電力1,oookWに対し、
今冬7%以上の節電によの、今冬における平日(ν2・ν4を除く)&00-2100の時間帯は、使用
最大電力(kw)が、 930kWを超えないよう節電ヘのご協力をお願いします。

北海道電力管内の事業所Aの場合(イメージ)

便用最大電力
(kw)

事業所Aの2011年1月11日(火
の口ードカーブ(kw)

1,{X冷kw

基準電力

930kw

この時間帯についても
可能恐艶囲での節電に
ご協力をお願いしきず

平成22年度冬の使用最大電力(kw)の実※値
(仮D 2011年1月11日(火) 1,oookw

7M以上

の節電

今冬の節電目標(使用最大電力κWの値)

(仮D 今冬の目標:930kWを超えないようにする

.ライフライン等の機キ維持について

節電によの、病院や鉄道等のライフライン等の機能の維持に支障が出る場合
には、機能維持ヘの支障が生じない範囲で自主的に目標を設定して節電をお願
いします。

.生産活動ヘの配慮について

電源脱落がない平時においては、予備率3%以上を確保できる見通しである

ことを踏まえ、生産活動等(農業、観光等を含む。)について、実質的な影響
が生じない範囲で自主的な目標を設定して節電をお願いします。但し、需給
ひっ迫時(予備率が3%を下回る見通しとなった時)においては、数値目標

(平成22年度比'フ%以上)通のの節電をお願いします。

節電をお願いしたい時間帯

8:00

この時間帯についても

可能な範囲での節電に
ご協力をお願いしぎす



冬季の電力需要の特徴

.冬季の電力需要の特徴について
冬の北海道における電気の総需要は、終日にわたりほぼ一定の高さで推移
することが特徴となっています。このため、冬季の節電においては使用時間
帯等の変更ではなく、 の

冬季平日の力の使われ方(イメージ)

1に

察念・要

ご を中心にお願いいたします。

家庭用

※各用途別口ードカーブはモデルであり、合計は総需要と一致しません

ノい口

^^

0 暖房機器の節電に際しては、体調管理に十分気をつけていただき、
無理のない範囲でのご協力をお願いいたします。

0 0ードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器の節電こ

際しては、路面凍結や落雪による事故にご注意下さい。

0 凍結防止用等のヒーターにおける節電に際しては、設備故障などの
トラブルに繋がらないよう、十分にご検討願います。

大口



オフィスビル

.オフィスビルの電力消

・平均的なオフィスビルにおいては、日中(9時~18時)に高い電力消費が続きます。

図1:オフィスビル(事停D における電力需要力ーブのイメージ

kvv

の特徴

'幸

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約42%, OA機器(ハソコン、コピー機
等)が約29%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約71%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。

※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能恋範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

0 3 6

出典.資源工才、ルギー庁推計

9 12 15 18 2欝
出典:資源エネルギー庁推計

その他
13%

エレベータ

8%

空調
8%

OA機器
29%

図2:一般的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率

照明
OA機器で
約71%

冬.暑
.



オフィスピル

照明

0A

機器

真いします

執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する。

長時間席を離れるときはOA機器の電源を如るか、スタンパイモードにする。

力もお願いし

昼休み恋どは完全消灯を1山掛ける。

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。照明
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力削減

ハロゲンヒーター等の腸房機器を個人で使用しない。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適御恋温度設定等を行う

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雷用機器は積雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する。

テナントは個別の空調のスイッチを切り、ビルオーナーはビル全体が適翊な
温度になるように調整を行うなど、適翊な温度管理を行う。(次項参,系)

使用してい恋いエリアは空調を停止する。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時問の停止、または聞欠運転
によって外気取入れ量を調整する(外気入による負荷を減らすため)。

夕方以降はブラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさ恋いようにする。

熱源機(ガス・油熱源は除く)の温水出口温度を低めに設定し、熱源機ヒートポンプ
等の動力を削減する。

調
空調機の一斉の起動を避ける。(運転時問前倒し、フロアごとの時間調整等)

フィルターを定期的に清掃する。(2週間に一度程度が目安)

電気室、サーパー室なとで冷肩を使コている含には、可能な眼り冷房を使わずに外気を取りλれる.
または、空調設定温度が低すぎないかを確認し、見直す。

暖房と冷房の同時使用による室内混合を避ける。(次項参照)

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

デマンド監視装を入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージ丁ネレーション設備を所有している場合は、発電1 先で運転する。

需給調整契約(料金インセンティフ)に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

従業員やテナントへの節電の啓発も大事です

ビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門・テプントへ理解と
協力を求める。(次項参,罵)

節電 節電担当者を決め、任者(ビルオーナー壱B門長)と関係全部門,テナントが出席した
啓発 フォローアップ会議や節電パトロールを実施する。

・従業員やテナントに対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

・記轍している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適物な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がのます.
・一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況によの削減値は異恋ります。
・方策により効果が靈複するものがあるため、単純に含計はできぎせん。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及ぴ管理上不適切なものとなら恋いようご注意下さし

コンセント
動力

※ご注意

建物全体に

対する節電効果

16%

5%

5%

実行

チエック



ビルオーナー・テナントの皆様ヘのお願い

.ーナントの皆ヘのおい

<,系明>

ビルオーナーとご相談頂き、ノと'府六θ

度の低二E等の節電をお願い致します。
<空調>

「19C設定」にすると、ビルオーナーが管理するビル全体の暖房と相声って、自動的に冷房が起動する可能性
が

.ビルーーのb ヘのおい

<照明>

①労働安全衛生法上の照度基準の下限値(300ルクス)を基本にビル全体で調整してい
ただくようお願い致します。(例:750ルクス→400ルクス)

②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナントの皆様
へのお声掛けをお願い致します。
<空調>

①可能な限り電気以外(ガス・石油等)を使用いただくとともに、特に窓際に設置され
ている空調機器(へりメーター系)を使用される場合には、冷暖房同時運転による室
内混合損失を回避するため(下図参照)、建物全体が適仞な温度(19゜C)になるよ

うへりメーター系温度設定を室内中心部(インテリア系)の空調温度設定より低くす
る、午後に温度が上昇したらへりメーター系のスイッチを切る等の対策をお願い致し
ます。注)空調方式によって対策が異なりますので設備管理者とご相談下さい。

②テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
をお願い致します。(可能な場合は、ビルオーナー様で空調の集中管理をお願い致し
ます。)
<換気>

CO.濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内Cα濃度基準
(1,000即m以下)をべースとし、過度恋換気による暖房効率の低下とならないようお願
い致します。

1の0勺き。のスイ フにして下さい(ビルオーナー側で空調を集中管理する場合)。

こブー 一θ召日

図室内混合損失のケース(例)

ぺりメータ系統
空調

<コ

器

テリア系統
空調器

L-,.

^

畢冷
午後に恋の気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。



卸・小売店(百店、ドラッグストア

.卸・小売店の電力消費の特徴

・平均的恋卸・小売店においては、昼問(8時~21時)に高い電力消費が続きます。

図1:卸・小売店(事例)における電力需要力ーブのイメージ

kvv

など)

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約48%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケー
ス等)が約16%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約64%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となのぎす
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能恋範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

3 6 9 12 15 18 21 時

出典;資源エネルギー庁推計

その他21%

OA機器7%

ショーケース

"%

空調
8%

冷蔵庫5%

図2:一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率

θ系明
冷凍冷蔵で

約64%

出典:資源エネルギー庁推計

θ冬.
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'
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卸・小売店

3つの基本アクションをお願いし

店舗の照明を半分程度間引きする。

照明 使用していないエリア(事務室、休憩室等)や不要恋場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を行う。

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です
・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がります。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各尺の建物の利用状況により削減値は異なのぎす。
方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適物なものとならないようご注意下さい

冷凍
冷蔵

照明

冷凍

冷蔵

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品をかないようにすると共に、
定期的に清掃する

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れ恋いようビニールカーテ

コンセント

動力

デモンストレーション用の寡電製品などはできる限り電源をオフにする。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶噐、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適仞な温度設定等を行う。

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雷用機器は槙雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能殻限り不要恋運転を抑制する。

店舗の室内温度を19゜Cとする。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
運転にょって外気取り入れを調整する(外気導入による負荷を減らすため)。

使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

暖気を逃がさ恋いよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

搬入口やバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

デマンド監視装置を'入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電先で運転する。

需給調整契約(料金インセンティプ)に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

建物全体に
対する節効果

調

19%

4%

実行

チエック

2%

節電
啓発

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、任者(店長、部門長など)と閼係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご逹意



食品スーパー

.食品スーパーの

・平均的な食品スーハーにおいては、営業時間帯(10時~21時)に高い電力消費が続き
ます

図1:食品スーパー(事仮D における電力需要力ープのイメージ

kvv

力消の特徴

' 閑羣 二

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約30%、冷凍冷蔵 C令蔵庫、ショーケー
ス等)が約45%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約75%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを禾」用されている場合は、可能恋範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

空調5%

出典:資源エネルギー庁推計

15 18 21 時

出典.資源工才、ルギー庁推計

その他
20%

ンヨ^ケ^

ス 36%

図2:一般的恋食品スーパーにおける用途別電力消費比率

、
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食品スーパー

照明

願いし薮す

店舗の照明を半分程度間引きする。

使用してい恋いエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を行う。

冷凍

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力肖減。)

冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品を置かないようにすると共に、
定期的に清掃する。

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する

調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適翊な温度設定等を行う。

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は積雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する

店舗の室内温度を19゜Cとする。

使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または問欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気入による負荷を減らすため)。

暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

室外機周辺の障害物を取の除く。

搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・デマンド監視装置を導入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージエネレーション設備を設置している場合は、発電偏先で運転する。

需給調整契約(料金インセンティプ)に基づくピーク調整、自寂用発電機の活用等。

冷凍

冷蔵

コンセント

動力

建物全体に

対する節効果

12%

3%

6%

調

実行

チエック

節電
啓発

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、任者(店長倍'門長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議や
節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に刻する節電効果の想定割合の目安です。
・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適物な稼動抑制は便用燃料等の省エネに繋がります
・一定の条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削滅値は異なのます.
・方策により効果が歪複するものがあるため、単純に合計はでき声せん。
・節電を識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切恋ものとならないようご注下さし



医療機関(病院、診療所など)

.医療機関(病院・診療所等)の力消の特徴

・平均的な医療機関(病院・診療所等)においては、日中(9時~18時)に高い電力消費
が続きます。

図1:医療機関(事例)における電力需要力ーブのイメージ

kvv

4 部江冬孟系

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約58%を占めます。
しだがコて、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範
囲での使用抑制によの、節電効果が期待できます。

出典.資源エネルギー庁推計

12 15 18 21 時

出典:資源工才、ルギー庁推計

空調2%

,ず

その他29%

照明で
約58%

図2:一般的恋医療機関における用途別電力消費比率



医療機関

照明での基本アクションをお願いし
1

・事務室の照明を半分程度問弓1きする。

照明

医療機関関係者ヘの節電の啓発も大事です

・節電目標と具体策について、臓員全体に周知徹底し実施する。

節電 ・節電担当者を任命し、任者(病院長・事務局長など)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを定期的に実施する。啓発

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

電力削減

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
'非電気式空調における節亀効果は厘かですが、適如恋稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がります。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各長の建物の利用状況により削減値は異怨ります。
・方秦により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さし

メンテナンスや日尽の節電努力もお願いし

使用していないエリア(外来部門、診療部門の診療時間外)は消灯を徹底する。

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

・病棟では可能な限り天井照明を消灯し、スポットθ晨明を利用する。

コンセント

動力

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う

電気式オートクレープの詰め込み過ぎの防止、定期的な清掃点検を実施する

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適仞な温度設定等を行う。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融哲用概器は穆雪状況に応じて手動による
制御を行う等によの、可能恋限り不要な運転を抑制する。

病棟、外来、診療部門(検査、手術室等)、厨房、管理部門毎に適切な温度設定
を行う。

使用してい恋いエリア(外来、診療部門等の診療時間外)は空調を停止する。

夕方以降はプラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさないようにする。

調

建物全体に
対する節効果

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

・搬入口の扉やパックヤードの扉を必ず閉め冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

・デマンド監視装置を入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージエネレーション設備を設置している場合は、発電先で運転する。

需給調整契約(料金インセンティプ)に基づくピーク調整、自寡用発電機の活用等。

5%

4%

実行
チエック

空



ホテル・旅館

.ホテル・旅館の

='ゞ='

・ホテル・旅館においては、 23時以降の深夜~朝9時頃以外は、高い電力消費が続きます。

図1:シティホテル(事例)における電力需要力ープのイメージ

kvv

力消の特徴

塑

・非電気式空調の場合、電力消費のうち、,系明が約41%を占めます。
・したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

0 3 6

出典:資源エネルギー庁推計

9 12 15 18 21
時

出典:資源エネルギー庁推計

空調5%

その他
33%

エレベータ

戸

図2:一般的なホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

,系明での基本アクションをお願いし

照明・客室以外のエリアの照明を半分程度閻引きする

メンテナンスや日勾の節電努力もお願い

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力肖1減。)

照明 宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等)は消灯する。

宿泊客ヘの協力要謂を通じて、客室の照明を抑制する(使用していない照明の消灯等)

客室冷蔵庫のスイッチは「切」で待機する。

、Ξ盟'

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です.
・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料箸の省エネに繋がります.
・一定の条件の元での試算結果ですので、各Rの建物の利用状況により削減値は異款ります。
方築により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
節電を意識しすきるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適物なものと殻らないようご注下さし

コンセント

動力

給湯循曝ポンブにおいて、10時~17時(空室時)の流を削減または停止を行う(中央給漏方式)。

温水洗浄便座は保温・}昼水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適切恋温度設定等を行う

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は槙雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能恋限り不要な運転を抑制する.

使用していないエリア(会議室、宴会場等)は空調を停止する。

ロビー、廊下、事務室等の室内温度を19゜Cとする。

客室外気給気/浴室排気システムの場合は、10時~17時の送風を50%風に設定、
または停止する。

厨房排気を確認し適正な風に調節する(過大な場合は外気を誘引してしまうため)。

車の動きが少尽い時間帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する

宿泊客ヘの協力要請を通じて、客室の空調を抑制する(温度設定を下げる等)。

デマンド監視装置を'入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電先で運転する

調

建物全体に

対する節電効果

17%

実行
チエツク

図

需給調整契約(料金インセンティブ)に基づく自寡用発電機の活用等。

節電

啓発

' '

施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。

節電担当者を任命し、任者(支配人・部門長恋ど)と関係全部門が出席したフォローアップ会詣
や節電パトロールを定期的に実施する。

館内での貼り紙などを通じて宿泊客ヘ節電を呼ぴかける。

従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意

LL
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二
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飲食店(ファミリーレストラン、居酒屋、ファーストフード店など)

.飲食店の力消費事例

24時間型・昼型・夜型など営業種別により営業時間帯が異なの、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異恋ります。

図1:飲食店における電力需要力ーブの事例

停D 居酒屋なと例)ファミリーレストラン恋ど
24時間型

kW

0

朝~夜型

kW

3 6 9 12 15 18 21時

停D ファーストフート店、カフ工など

冬閑

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約28%、厨房機器等(給湯・冷蔵庫・
ショーケース等)が約54%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大き恋効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

空調2%

0 3 6 9 12 15 18 21時

夜~深夜型

kW

0

夜型

kW

照明
厨房機器等
で約82%

3 6 9 12 15 18 21

例)レストランなど

0 3 6

時

9 12 15 18 21 跡

出典:資源エネルギー庁推計

その他佑%

図2

出典.'源エネルギー庁推計

飲食店における用途別電力消費比率の事例

厨房機器
54%

'一
一
一
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飲食店

※飲食店ぽ菖美形解こと仁毎力便眉の形館力弐ぎぐ痔唐るだめ、

願いします

・使用していないエリア(事務室等)や不要な場所(看板、外部照明等)
照明 の消灯を徹底し、客席の照明を半分程度間引きする。

厨房'しつ}巾 60 、汀っ」、加

メンテナンスや日々の節電努力もお願いし

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
照明 (従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力削減

・使用していない機器(調理機器など)のプラグを抜く。

・調理機器の設定温度の見直しを行う厨房

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、冷気流出防止ピニールカーテンを
設置する

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふだを閉める。

・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。コンセント

動力

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は雪状況に応じて
手動による制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する。

※ご注意

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適蜘殻稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がり宗す。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各んの建物の利用状況により削減値は異なります。

・師電を識しすぎるあまり、保趣衛生上、安全上及び管窪上不適切なものとならないようご注意下さい

各詔傭ごとの紡賃率を尻凱bてⅢ弐ず。

実行設備毎の
チエック効

40%

・店舗の室内温度を19゜Cとする

空調

・使用してい恋いエリアは空調を停止する

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

・暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

その他・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

1%未、

・ハロゲンヒーターなど、電熱線系の暖房機器の利用を避ける。

従業員ヘの節電の啓発も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、責任者(店長)と関係全部門が出席しだフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

節電

啓発



学校(小中高)

囲学校(小中)の

・平均的な学校においては、日中(9時~17時)に高い電力消費が続きます。

力消費の特徴

図1

kvv

公立小学校(事伺D における電力需要力ープのイメージ

部

非電気式空調の場合、電力消費のうち、θ系明が約74%を占めます。
したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

空調

5%

出典:資源エネルギー庁推計

18 21
時

OA機器

4%

出典.資源エネルギー庁推計

その他
17%

体館

^
^
^

図2:一般的な学校における用途別電力消費比率

教室・職員室・廊下

照明で
約74%

照明

74%

冬幽
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学校(小中高)

θ系明での基本アクションをお願いし

照明

・教室、職員室、廊下の照明を間引きする。

メンテナンスや日尽の節努

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。

照明
・体育館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライドランプに交換する。
(水銀ランプをセラミックメタルハライドランプに交換した場合、約50%消電力削減。)

・'機電力を削減する。
、、や'こ冬 コ"

・献立や調理の工夫により食器等を減らして貫器洗浄機を使用する恋と、
ピーク電力を抑制する工夫をする。

・暖房エリアについて適蜘な温度設定を行う。

・点灯方法や使用場所を工夫しながら体育館の照明を1/4程度閻引きする。

記載している節電効果は、建物全体の消費電力に刻する節電効果の想定割合の目安です。
非電気式空調における節電効果は僅かですが、適物恋稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がります.
一定の条件の元での試算結果ですので、各尺の建物の利用状況により削減値は異なります。
方策により効果が垂糎するものがあるため、単純に合計はできません。
節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切悲ものとならないようご注意下さい.

コンセント

動力

調

使用していないエリア(教室、音楽室等)は空調を停止する。

暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

特別教室(音楽室、コンピユータ室等)は連続利用する。

実行
チエック

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

建物全体に

対する節効果

15%
株り4割慨の堤合1

学校関係者ヘの節電の啓発も大事です

児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する。

節電 節電担当者を決め、任者(校長先生等)と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト

啓発 ロールを実施する

学校関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

手洗い等、水の流し放し、水の出しすぎに注意する。

節水こま、泡沫水洗を使用する

2%



製造業

.製造業の電力消当'特徴

昼間操業の需要寡(一般的な稼働時間)

kW

' ヤ,'.

空調・照明

^

口生産設備

'

0 3 6 9 12 15 18 2

{'"釜な葉糧'ア釡属加工、薗動軍蔀語製這、
電気・一般機械製造(組立)など

負荷設備:生産機械、電気炉、空調・照明など

出典:資源エネルギー庁推計

昼夜連続操業の需要寡(高い稼働時問)

kvv

・電力消費のうち
です。

・業種(生産品目)

口空調・照明

口生産設備

3.,「!

時

θを」1ヨ'1'

生産設備が占める割合が高いため、生産工程の節電対策は特に効果的

や必要な生産環境(空調)に応じて電力消費形態が異なります。

図製造業の用途別電力消費比率事例

生産設備
83%

Ξ.亭二'

一般設備

(空調・照明)

17%

出典:資源エネルギー庁推計

"
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製造業

好製造美ぽ緬gグこ辻仁雷力使眉の形桜力犹きぐ舞衣るだめ、各詔傭ことの紡屑事をjΞ鐵してι1まず。

. 不又は状態にある電気設備の電源オフ及びモーター等の口云機の空転防
止を徹底する。
電気炉、電気加熱装の,、を金化する。
(節電効果:保温施工の実施停」)

・1吏用側の圧力を見直すことによのコンプレッサの供給圧力を低減する。
における0IMP日低減果

・コンプレッサの吸気温度を低減する[設場所の室温と外気温を見合いする]。
に'1

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御を行う。
(節電効果:コンプレッサ5台システムでピーク負荷60~8C)0'の

・インバータ機能を持つボンプ・ファンの運転方法を見直す。
圧が8'バーに

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターポ冷凍機・ヒートポンプ等の動力を削減
る(節電 しrが'7で一9でへした1の,:

照明

月・空訥)の

・使用していないエリアは消灯を徹底する

・白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明に交換する。
(節電効果:白熱灯60VV一①電球形蛍光ランプ、②LED照明、に交換した場合)

・工場内の温度を19゜Cとする。
(節電効果:室内温度股定を3'C下げた場合)

・外気取入を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する。
(節電効果:換気ファンの間欠運転または停止により30%遜入を低減した場合

空調

機械・設備毎の
節効果

コンセント

動力

①76%
②85%

・温水洗浄便座は保温・}昼水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める

・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は雪状況に応じて
手動による制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する。

・デマンド監視装を入し、警報発生時には予め決めておいた節電対策を実施する

実行
チエック

その他

37%

21%

・設備・機器のメンテナンスを適蜘かつ定期的に実施することでロスを低減する

節

啓発

・需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自寡用発電機の活用等。

・節電担当者を決め、任者(ネ土長・工場長)と関係全部門が出席しだフォローアップ
会議や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

15%

8%

※L注意 ・記雛している節電効果は、機械・設備毎の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
そのため、設備内容や利用状況等によって効果は異恋る爆合があります。
・空調については電気式空調を想定しています。
節電を意識しすぎるあ弐り、保健衛生上、安全上及び管理上不適靭なものとならないようご注意下さい

%
%
%

8
 
2
 
9



記'仮
オフィスビルの場合》

照明

0A

機器

眞いします

執務エリアの照明を半分程度問引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する

長時問席を離れる'

照明

昼休みなどは完全消灯を脚掛ける。

4分の1の照明を従来型蛍光灯からHf蛍光灯に交換する。

(従来型蛍光灯からH f蛍光灯又は直管形LED照明に'、しだ場合、約40%消費電力削減。)

ハロゲンヒーター等の暖房機器を個人で使庁

温水洗浄便自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を 閉める。

アレンジしていただいて結構です。
電気式給湯..」」゜ ,抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適翊な温度設定等を行う。

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は積雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能廷限り不要な運転を抑制する.

テナントは空調のスイッチを切り、ビルオーナーはピル全体が適靭な
温度になるように調整を行う恋ど、適靭悲温度管理を行う。(次項参照)

使用してい恋いエリアは空調を停止する。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転
によって外気取入れを調整する(外気導入による負荷を減らすため)。

夕方以降はブフインド、カーテンを締め、暖気を逃がさないようにする。

熱源機(ガス熱源は除く)の温水出0温度を低めに設定し、熱源機ヒートポンプ
等の動力を削減する。

空調機の一斉の起動を避ける。(運転θ蔀

フィルターを定期的に清掃する。(ι

自社の実状に応じてフォーマットの対策

アレンジしていただいて結構です。

^"..'、1i.『'^

、

参考

.,、

数値を

建物全体に
対する節電効果

16%

10 0

5%

0

実行
チエック

本計画に盛り込む節電メニユーを選びましょう()。
※基本アクションはできるだけ盛の込みましょう。

※実施できないメニユーを盛り込む必要はあのません。



'フ%以上を目指した節電の取組仮

オフィスビルの場合

執務エリアの照明を半分程度間引き

離席時等におけるOA機器のスタンバイモードへの
切り替えを徹底

ドラッグストア(卸・小売店)の場合

店舗の照明を4分の1程度間引き

使用していないエリアの消灯を徹底

食品スーくーの場合

・店舗の照明を1/4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定
冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

' 1696

シティホテル(ホテル・旅館の場合

客室以外の照明を半分程度間引き

' 596

合計

' 1096

' 496

'2196

学校(小中高)の場合

教室職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする

(='1996 × 1/'2)

合計'14%

' 6g6

' 696

合計 '1296

'1796

'1196

(='1596 × 3,/4)



冬の節電<節・力給に関する情報>

節電・電力需給に関する情報等

.節電・電力需給に関する情報をWebでご紹介しています

政府の節電ポータルサイト「節電.80JP」

htt ://VVWVV.setsuden.0

経済産業省ホームページ

hせ://VVVV、AI.meti.0.'/setsuden/index.html

北海道電力「でんき予報」

hせ://denki oho.he co.CO.'/+orecast.html

70万kW趣

.節電診断、省エネ診断、出張説明会等のご案内
工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料節電
診断」「無料省エネ診断」を実施しています。

また、地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開

催する節電・省エネに関する説明会に、節電,省エネの専門家を無料で派遣
する「無料講師派遣」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル
サイト htt ://VVWVV.ecc'.or./shindan/index.htm1 をご確言忍下さい。

15万kW以下

'^'^゛

^

この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ
ンシェルジュ」を派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等
については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ
htt ://VVWVV.shouenekaden.com をご確言忍くナξさし、。

非需に醒しい

.節電・電力給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)

北海道経済産業局 011-709-2311(内2702、2703)資源エネルギー環境課

、
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家庭の節電

今冬の節電ヘのご協力のお願い
今冬、いずれの電力管内でも瞬間的な需要変動に対応するために必要とされる予備率3%以上を
確保できる見通しです。他方、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給が出来ない可能
性が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして参ります。大変なご迷惑
をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

庭では、いつ、どれだけ節をすれぱ良い?

0今冬の節電要請期間等

1213 平日(年末年始は12129~ν4を除く) 9:00-21:00(九州は8:00-21:0の

数値目標なしの節電

※節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願いします。
※数値目標なしの節電につぃては、ーつの目安として定着節電として見込まれている定着節電値を参考と
してください

.無理のない範囲でご協力をお願い致します。

被災された地域の方々、障害のある方々や高齢者の方々、寒冷地にお住まいの方々など、それぞれのご事
情のもと、無理のない範囲でご協力(使用していない部屋の電気はこまめに消す等)をお願いします。

(参考)今冬の定着節電見込み(平成22年度比)

^^^^^^^^^
今冬の定着
節電見込み
(22年度比)

庭の電

'22%

の使い方の特徴は?

冬季平日の電の使われ方(イメージ)
kvv

'5.0% '28% '5.6%

家庭

3/29

'3.4%

大口需要家

(製造業の大企業等1

小口需要家

(中小企業等)

'1.5%

家庭のご協力か不可欠!

'52%

9:00

{九州は8:0の

来九州地方は日の出の時間が遅いため
覇の廂明写によ"需雲が高くなる傾向

9:00 12:00

'4.5%

フ:00

節電をお願いしたい時間帯

14:00 21:00 時18:00

【サンプル〒一夕等を元に資源エネルギー庁にて推1"

21:00

.
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家庭の節電

家庭では、冬の夕方どんな電気製品を使っている?

<通常、エアコンを使用される家庭>

洗濯・

乾燥機
2%

ジヤー

炊飯器
2%

家庭における冬の夕方(19時頃)の消費電力(伊D

待機電力
5%

ノ{ソコン

2%

電気こたつ
1%

器洗い

乾燥機
2%

電気ポット
2%

その他
18%

<通常、カス・石油ストーブ等を使用される家庭>

,水洗浄

便座
2%

電気力ー

ペット
4%

Y 広い部屋を温める場合は、ヒーターよりエアコンの方が効率的です。

待機電力
7%

テレビ
6%

洗濯・

乾燥機
2%

ジャー

炊飯器
2%

ノξソコン

2%

その他
26%

エアコン

電気力ーペット

電気こたっ食器洗い旧水洗浄
乾燥機電気ポット便座

3%3%3%

ファンヒーター

オイルヒーター

Y 家庭には消費電力が大きい電気製品がたくさんあります。

ハロゲンヒーター

電気ヒーター

※上記は定格消費電力の一例であり、

これらの電気製品は、平日の節電をお願いする時問帯特に夕方以降は気をつけて使いましょう。
(仰D電気力ーペット、電気ストーブ、ジャー炊飯器、電気ポット、電子レンゾ、ホットプレート、
オーブントースター、1Hクッキングヒーター、食器洗い乾燥機、温水洗浄便座、ドライヤー、
洗濯乾燥機(乾燥)、浴室乾燥機、掃除機、アイロン等

450W(6畳用)
750~110OW (10~15畳用)

760~100OW (3畳用)

6

1150W

360~150OW

電気力ー

ペット

6%

【資源エネルギー庁椎計】

120OW

際の消力は、製品の種類、使用方法等により異なります

800~100OW

冷



家庭の節電メニュ

く通常、

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものを
チェックして頂き、以下を目安にご協力をお願い致します。

^

節電メニュー

①・ねなどをして、室温20゜Cを心がけましょう。

②・窓には厚手の力ーテンを掛けましょう

(豆)・不要な照明をできるだけ消しましょう

テレピ_

卯④藤器麟醐詠語
蔵庫

団⑤

アコンを使用される家庭の場合>

エアコン

照明

冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
・品をつめこまないようにしましょう。

八念⑥二'街姦簾界黙藤護務栽壁、
存しましょう。

温水洗浄便座
(瞬間式)

※通常、エアコンを使用される家座の夕方ピーク時の消費電力(約M^)「二対,る剛減畢の回安
崇資頚エネルギー庁椎計

節電効果
(削減率)

機

⑦

[ニヨ

[ニヨ

区二亟]

区立刃

E^

[ニコ

E^

[二刃

^

便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
不使用時はふたをめましょう。

※設定温度を2゜0下げた場含

⑧謡諸瑞轟秀乞籍、、,黎膿,

Y 外出時も⑤(冷蔵庫)、⑦(温水洗浄便座)、⑧(待機電力)のご協力をお願い致します。

3

※標準一省エネモード1、設定し、
使用時聞を231こ減らした場合

口

ロ
ロ
ロ

口
口



家庭の節

く通常、

メニユー

カス石由ストーブ等を使用される家庭の場合>

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものを
チェックして頂き、以下を目安にご協力をお願い致します。

照明

節電メニュ

d)・不要な照明をできるだけ消しましょう。

テレビ

②

蔵

画面の鐸度を下げましょう。
必要な時以外は消しましょう。

・冷蔵庫の定を「弱」に変えましょう。

③・を開ける時をできるだけ減らしましょう
・食品をつめこまないようにしましょう。

ジや一炊飯器・早朝にタイマー機能で1日分をまとめて炊きましょう。

^,@)・保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保
存しましょう。

定温度を下げましょう。
⑤籍驫湯觀 めましょう。

⑥謡競瑞轟秀努籍、、零雛tゞ

温水洗浄便座
(瞬間式)

節電効果
(削減率)
^

6今6

Y外出時も③(冷蔵庫)、⑤(温水洗浄便座)、⑥(待機電力)のご協力をお願い致します。

口

4

来準一省エネモードに設定L、
使用時間を?/3に減らLた場合

.%ロ

区二刃

[ΣΞ刃

[ニコ

口

口

峯通常、ガス、石油ストーづ琴を使用される家庭の夕方ピーク時の劉費力【約11柳W)に封する剛誠車の目安
楽資葬エネルギー庁擢計

口

2今6 口



家庭の節電メニュ ^

その他の節電メニュー

夕方に製品の使用がならないよう事の段取りを組みましょう。
家庭の電力需要が増える夕方以降に、一斉こ負荷の高い電気製品を使用することがないよう、
一日の家事の段取りをお願い致します

品湿度計をつけて、室温の理(20゜C)を行いましょう。

使乏場合には、エアコンと気の暖房機器(ガス・石油以外)
トーブ・ヒーターを上手に使い分け しょう。
伊D ・家族4人そろった広い部屋でみんなが暖まる合には、電気ストーづよりエアコンが効率的
・広い部屋で1人足元を暖める場合にはエアコンより電気ストーブが効率的。

気力ーペットほ人のいる部分だけを温めるようにしましょう。
定温度を「中」または「弱」にするよう心がけましょう。

エアコンのフィルターを定期的(2週間に1回程度)1こ掃除しましょう。

扇風機やサーキュレーターでの上の暖を循環させましょう。

こたつは、上掛けなどを活用し、暖を逃がさないようにしましょう。

お'はコンロで沸かし、ポットの源は切りましょう。

容量の80%程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

省力設定を活用しましょう。

夕方のピーク時はモップやホウキを使ってみましょう。

節電時に注意してほしいこ

ガス・石油ストーブ等を使用される場合には、特に以下のことを注しましょう。

ガスや石油を使うとき窓を開けるなどして

ヲイフ

スタイル

機器

電ポ州ト

洗濯機

パソコン

掃除機

チエック

自動的に排する器は、ファンの作音を確認。

必ず換気

ぞξ'

物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。

空気が不足すると、一酸化炭素が発生します。

などは の
,'

Irl
"、"一曹

近く、かない
洗ぱさみ等で留めたつもりでキ、
落下の危険性があ雌。

返りをうった時に接触して火災になった事例キ玲

声

.
圏

丁4子'
1'11
'窟==,

^一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
.
ロ
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家庭の節メニューく取組の例

0通常、エアコンを使用される家庭の取

<エアコン>重ね着をして、室温20゜C

通常、ガス・石油ストーブ等を使用される家庭の取組例<関西>

・・・'2%
・・・'2%
・・・'2%

合計'60 !
(参考:関西電力管内における今冬の定着節見込み'5.6%)

<冷蔵庫>設定を「弱」に、扉の開閉時間を減らし、食品を詰め込みすぎないように
<ジャー炊飯器>早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊き、さましてから冷蔵庫で保存
<待機電力>りモコンではなく、本体の主電源を切る。使わない機器はプラグを抜く

0通常、エアコンを使用される家庭の取組例<九州>

<照明>不要な照明をできるだけ消す

<テレビ>画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す

合計'796!
(参考:関西電力管内における今冬の定着節電見込み'5.6%)

例<関西>

通常、ガス・石油ストーブ等を使用される家庭の取組例<九州>

・・・'3%<テレピ>画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す
・・・'2%<冷蔵庫>設定を「弱」に、扉の開閉時間を減らし、食品を詰め込みすぎないように

合計 596!^

(参考:九州電力管内における今冬の定着節電見込み'4.5%)

・・・'4%
・・・'2%

合計'6%!
(参考:九州電力管内における今冬の定着節電見込み'4.5%)

節電・省エネの実施は、気代の節約にもつながります。

=重..首.電、電告.音凱U音

記36

・・・'フ%

伊1:冷蔵庫ヘの詰め込みすぎをやめる・
テレビ画面の輝度を下げるーーー
照明の点灯時間を1日1時間短縮
照明を電球型蛍光灯に取り替える

年間約960円の節約(冷蔵庫1台あたり)
年間約600円の節約(32V型液晶テレビ1台あたり)
・年間約430円の節約(54W白熱電球1灯あたり)
・年間約1850円の節約(54W白熱電球を12W電球型
蛍光灯に取り替えた場合)

※上記の数値は、いずれも年間を通じて取り組んだ場合の目安です。
※詳細は、「家庭の省エネ大事典 2012年版」(h .11W艸e ,or'1dicvine )をご覧ください。

4840

220 章

゛

工、

有効です。省エネ家電ヘの買い替えに際しては、統一省エネラベ
ルを参考にしてください。

(お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え
ることもありますのでご注意ください。)

ー、、 い や、 LED ヘの も節電・省エネに
統一'エネラベル

^
この爾品の

エネ性 は?

,



家庭の節電<節電・電力需給に関する情報等>

節・電力

.節電・電力需給に関する報をWebでご紹介しています

政府の節電ボータルサイト「節電名OJP」

htt ://WWVV.setsuden.0

経済産業省ホームページ

hせ://VVVVW.meti.0.'/setsuden index.html

に関する報等

.節電診断、省エネ診断、出張説明会等のご案内

工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料節電
診断」「無料省エネ診断」を実施しています。

また、地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開

催する節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣
する「無料講師派遣」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するボータル
サイト htt ゾ/WWW.000'.引.'/shindan/index.htm1 をご確認下さい。

この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ

ンシェルジュ」を派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等
については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ
hせ://WVVVV.shouenekaden.com をご確認ください。

.節電・電力需給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)
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今冬の節電ヘのご協力のお願い

事業者の皆様ヘの節電のご協力のお願い

今冬、いずれの電力管内でも瞬間的な需要変動に対応するために必
要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、大規模な
発電所のトラブルが発生した場合、安定供給が出来ない可能性が懸念
されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力
をして参のます。大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電
のご協力をお願い申し上げます。

.節電をお願いしたい期間・時司節電目キ示

12月3日から3月29日までの平日、 9時から21時(九州電力
管内については8時から2佃寺)までの間、数値目標を伴わない一般
的な節電にご協力をお願いします。
※経済活動に支障を生じ恋い範囲(照明・空調等の節電等)での節電をお願いいたします。
※数値目標恋しの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている定着節電
値を参考としてください。

0今冬の節電要請期間等

1213 平日(ι手末年始は12129~ν4を除く) 9:00-21:00(九州は8:00-21:0の

数値目標なしの節電X

※節電をお願いする期問・時間帯において、無理のない範囲ての節電をお願いします。

(参考)今冬の定着節電見込み(平成22年度比)

^^^^^^^^^
今冬の定

節電見込み
(22年度比)

.被災された地域の需要家の皆様ヘ
特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。
(例えぱ、昼休みの消灯、使用していないエリアのこまめな消灯等)

.寒冷地の需要家の皆様ヘ

暖房機器の節電に当たっては、特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。

'22% '5.0% '2.8% '5.6% '3.4%

3129

'1.5% '52% '4.5%



今冬の節電ヘのご協力のお願い

使用最大電力(kw)の抑制について

0節電をお願いする期閻・時間帯において、それぞれの需要家の平成22年度の
使用最大電力(kw)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。

@数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれて
いる定着節電値を参考としてください。

(参考)今冬の定着節電見込み(平成22年度比)

^^^^^^^^^
今冬の定

節電見込み
(22年度比)
'22%

関西電力管内の事業所Aの場合<例>

以下の、関西電力管内における事業所Aの例の場合、平成22年度の節電要請期問内にお
ける使用最大電力5,oookWを目安とした基準からの節電をお願いいたします。

'5.0%

使用霞大電力
(kw)

'28% '5.6% '3.4%

5,叫okw

'1.5%

基準電力

事業所Aの年2011年1月11日

の口ートカープ(kw)

'52%

平成22年度の使用最大電力(kw)の実績値

(伊D 2011年1月11日(火) 5,oookw

'4.5%

5.696以上
の節電

9:00

{九州は8:0の

,肋""捌.'殆則献よ甜"

(参考)今冬の節電目安(使用最大電力KWの値)
(例)今冬の目標:4,720kWを超えないようにする
※関西電力管内における今冬の見込み節電値'5.6%

豪九州地方は日の出の時問が遅

節電を要請する時間帯
21:00

時



冬季の力要の特徴

1)冬季の力需要の特徴(季との比較)

0冬季のピークは、夏季(14時頃)と異なり、朝・夕を中心に長時間となる傾向。
@夏季に比ベ、夜の需要が下がりにくく、昼夜の差が小さい。

冬季と夏季の力需要の特徴(イメージ)
kvv

9:00

節電をお願いしたい時間帯{九州は8:0の

*九州地方は日の出α焼問が運いため
朝の鯛朗考により需竪が高く及る傾向

18:00 21:0012:00 14:00フ:00 9:00

(2)冬季の力要の特徴(大口需要家・小口要家・家庭別の要構造)

.大口・小口需要寡の電力需要は、特に朝10時頃から最大ヒークとなる傾向
@家庭の電力需要は夕方から夜にかけて最大ピークとなる傾向。

冬季平日の力の使われ方(イメージ)

夏季

冬季

kvv

3

^

(家庭)

〆
゛
゛
ノ
i
ノ
ノ
す

(大口)

(小口)

21:00

9:00 節電をお願いしたい時間帯
{九州は8:0の

来九州地方は日の出の舗悶が遅いため
朝0旅明等により需翌が高く恐る傾向

フ:00 9:00 18:0012:00 14:00

^^

21:00

21:00
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オフィスビル

.オフィスビルの、力消・'の特徴

・電気による暖房を使用するオフィスビルにおいては、館内を暖めるため、午前中にピーク
と恋ります。

戸

図1

kvv

"、'

オフィスビル(事例)における電力需要力ープのイメージ

'撃.ミ言一

電力消費のうち、空調用電力が約28%、照明力焦勺33%、 OA機器 U＼ソコン、コピー

機等)が約21%を占めます。

これらで電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策が効果的です。

エレベーその他
1096

、

15

出典

2118

資源エネルギー庁推計

6%

プリンタゴ

ノ、ソコン
出典.資源エネルギー庁推計

10ツ0

エアコン等の電気による暖房を中1山とするオフィスビルにおける用途別電力消費比率図2

4%

FAX

196

空調
28%

空調、照明、
OA機器で
約82%

照明
33%
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オフィスビル

照明

頁いします
執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する。

テナントは空調のスイッチを如の、オーナーはビル全体が適仞恋温度
になるように調整を行う等、適句な温度管理を行う(次項参,景)

使用していないエリアは空調を停止する。

長時間席を離れるときは、 OA機器の電源を靭るか、スタンパイモードにする

空調

0A

機器

・室内のC02'度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転
によって外気取入れ量を調整する(外気入による負荷を減らすため)。

・夕方以降はブラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさ恋いようにする。

・熟源機(ガス熱源は除く)の温水出口の温度を低めに設定し、熱源機ヒートポ
ンプ等の動力を削減する

・空調機器の一斉の起動を避ける。(運転時問前倒し、フロア毎の時間調整等)

調

照明

行電努力もお願いし

昼休み恋どは完全消灯を心掛ける。

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交検した場合、約40%消電力削減

・フィ儿夕一を定期的に清掃する(2週問に一度程度が目安)。

・電気室、サーバー室などで冷房を使っている場合には、可能な限り冷房を使わずに
外気を取り入れる。または、空調設定温度が低すぎないかを確認し、見直す。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する
調

建物全体に対
する節効果

8%

3%

4%
(3'C下げ尼操合)

1%未)

2%

コンセント
動力

実行

チエツク

・暖房と冷房の同時使用による室内混合損失を避ける(次項多照)

0時問促度の効妥)

ハロゲンヒーター等の暖肩機器を個人で使用しない。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適釖な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を'入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を所有している場合は、発電優先で運転する。

従業員やテナントへの節餓の啓発も大事です

ビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門・テナントへ理解と
協力を求める。(次項参照)

節電
節電担当者を決め、任者(ビルオーナー倍0門長)と関係全部門・テナントが出席した

啓発 フローア・プ会^ パトロールを〔る

従業員やテナントに対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う

記賊している節電効果は、建物全体の消電力に対する節亀効果の想定割合の目安です。
空調については電気式空調を想定しています。
一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況により削減値は異なのます。
方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はでき蔵せん。
節電を意諏しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものと怨ら尋いようご注意下さい

4%

1%

1%

4%

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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ビルオーナー・テナントの皆様ヘのお願い

.テンの比ヘのおい
<,系明>

オーナーとご相談頂き、

低王等の節電をお願い致します。
<空調>

「19゜C設定」にすると、オーナーが管理するピル全体の暖房と相まって、自動的に冷房が起動する可能性があ
ります。(下図参照)

.ビルオーーのへのおい
<照明>
0労働安全衛生法上の照度基準の下限値(300ルクス)を基本にビル全体で調整してい
ただくようお願い致します。(例:750ルクス→400ルクス)

②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナントの皆様
へのお声掛けをお願い致します。
<空調>

①可能な限り電気以外(ガス・石油等)を使用いただくとともに、特に窓際に設置され
ている空調機器(へりメーター系)を使用される場合には、冷暖房同時運転による室
内混合損失を回避するため(下図参照)、建物全体が適切な温度(19゜C)になるよ
うへりメーター系温度設定を室内中1山部(インテリア系)の空調温度設定より低くす

る、午後に温度が上昇したらへりメーター系のスイッチを切る等の対策をお願い致し
ます。注)空調方式によって対策が異なりますので設備管理者とご相談下さい
@テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け

をお願い致します。(可能な場合はオーナー様で空調の集中管理をお願い致しま
す。)

<換気>
CO.濃度を管理して頂き、建築物衛生法及ぴ労働安全衛生法上の室内Cα濃度基準

(1,000即m以下)をへースとし、過度な換気による暖房効率の低下とならないようお願
い致します。

1の0力Ξ。のス にして下さい(オーナー側で空調を集中管理する場合)。

こブー θ

図室内混合損失のケース(例)

ひ"リー,""
空調器

や

午後になり気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。

インテリア系絞
空調機器 ジ風

内
ご



卸・小売店(百貨店、ドラッグストアなど)

.卸・小売店の力消の特徴

島'

・平均的な卸・小売店においては、昼間(8時~21時)に高い電力消費が続きます。

図1:卸・小売店(事例)における電力需要力ーブのイメージ
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・電力消費のうち、空調が約31%、照明力焦勺36%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケース等)
が約12%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約79%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。
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8%

18 21

資源工才、ルギー庁推計

その他
16%

図2:一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率
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卸・小売店

照明

踊翻
躋弼

駆翻

真いします

・店舗の照明を半分程度間引きする。

・使用していないエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

・暖房を使用する必要がある場合、店舗の室内温度を19゜Cとする。

業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ジョ・ケ・λの消灯、凝縮器の洗浄を行う。

検討してください

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気入による負荷を減らすため)。

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

使用してい恋いエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

室内温度が高い場合は、冷房を使わず、可能な限り外気の'入で対応する

フィルターを定期的に清掃する(2週問に一度程度が目安)。

暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

搬入口やバックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

調

長いします

建物全体に対
する節効果

10%

3%

8%
(3゜C下げた鳩合

冷凍
冷蔵

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品をかないようにすると共に、
定期的に清掃する。

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れ尽いようビニールカーテンなど

実行

チエック

コンセント
動力

.

デモンストレーション用の家電製品などはできる限り電源をオフにする

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く

自動販売機の管理者の協力の下、適物恋温度設定等を行う。

デマンド監視装置を入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

1%

12%

節電

啓発

電力削減。

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、任者(店長、部門長恋ど)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です,
・空調については電気式空調を憩定していぎす
・一定の条件の冗での試算結果ですので、各凡の運物の利用状況によの削減値は異なります。
方策により効果が重榎するものがあるため、単純に合計はできません。
節電を意識しすぎるあまの、保健衛生上、安全上及ぴ管理上不適切惹ものとなら廷いようご注意下さい

※こ注意

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.



食品スーパー

.食品スーパーの

=' '

・平均的な食品スーハーにおいては、営業時問帯(10時~21時)に高い電力消費が続き
ます。

図1:食品スーパー(事仮D における電力需要力ープのイメージ

照明、
冷凍冷蔵で
約76%

力消の特徴
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冬閑'論 二

・電力消費のうち、冷凍冷蔵 C令蔵庫、ショーケース等)で約45%、照明(一般,累明、
ショーケース用照明)が約31%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約76%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

空調
2%

9

12 18 2115

出典.資源工才、ルギー庁推計

出典:資源工才、ルギー庁推計

図2:一般的な食品スーハーにおける用途別電力消費比率

ショ^ケ^

ス

36%

照明
3196

の
ブ
冬
一
な
力
的
ド
般
一

一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一

一
一
一
一
一
一、

、

、
、一

、
ず
i
J

す

子

オ
゛
一
一

一

、
、
、

庫

他
局

%9

.
'
弄
.



食品スーパー

照明

踊
語列

願いします

店舗の照明を半分程度問引きする。

使用してい姦いエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

暖房を使用する必要がある場合、店舗の室内温度を19゜Cとする。

使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショ・ケ・スの消灯、凝縮器の洗浄

を行う。

メンテナンスや日凡の節電努力もお願いし

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED,系明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または問欠

運転によって外気取り入れを調整する(外気導入による負荷を減らすため)。

暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、厚手の力ーテンなどを活用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

室外機周辺の障害物を取の除く。

搬入口やバックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する

冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品を置か恋いようにすると共に、

調

冷凍
冷蔵

建物全体に対
する節電効果

10%

2%

1%未満
(3ヤ下げた焔含)

1%未満

6%

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ピニールカーテンを設置す

コンセント

動力

^、

・調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

・エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適靭な温度設定等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する

・コージ丁ネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

実行

チエック

※ご注意

その他

.

従業員ヘの節電の啓発も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

飾電 ・節電担当者を決め、任者(店長倍β門長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議や
節電パトロールを実施する。啓発

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

.

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています
・一定の条件の元での試師結果ですので、各勾の建物の利用状況により削減値は異恋りぎす.
方策により効果が重複するものがあるだめ、単純に合計はでき悲せん。
節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものと恋らないようご注意下さい

電力削減。)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.



医療機関(病院、診療所など)

..医療機関(病院・診療所等)の電力消の特徴

・平均的恋医療機関(病院・診療所等)においては、尽問(9時~18時)に高い電力消費
が続きます。

図1:医療機関(事仮D における電力需要力ーブのイメージ

kvv

゛

・電力消費のうち、空調が約13%、照明が約52%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約65%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です
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その他
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夕

5%

施/
・ L0A

21

資源エネルギー庁推計

空調
13%

図2:一般的な医療機関における用途別電力消費比率
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医療機関

5つの基本アクションをお願いし

・事務室の照明を半分程度間引きする

照明

0力調

・使用していない丁りア(外来部門、診療部門の診療時間外)は消灯を徹底する。

・病棟、外来、診療部門(検査、手術室等)、厨房、管理部門毎に適如な温度設定
を行う。

・使用していないエリア(外来、診療部門等の診療時間外)は空調を停止する。

夕方以降はプラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLEDθ系明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

病棟では可能恋限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

搬入口の扉やバックヤードの扉を必ず閉め冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的恋;掃点検を実施する

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適句な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を'入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

建物全体に対
する節効果

3%

3%

1%

1%未満

1%未満

実行

チエック

医療機関関係者ヘの節電の啓発も大事です

・節電目標と具体策について、識員全体に周知徹底し実施する。

節電 ・節電担当者を任命し、任者(病院長・事務局長など)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを定期的に実施する。啓発

・医療機関関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

.

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の憩定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定してい声す。

,一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況により削減値は異なります.
方策によの効果が重鞭するものがあるため、単純に含計はできません。
節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい

.

※ご注意

電力削減。

:
:
:
:
:
画
.



ホテル・旅館

.ホテル・旅館の電力消の特徴

・ホテル・旅館においては、 23時以降の深夜~朝9時頃の夜間以外は高い電力消費が続きます

図1:シティホテル(事例)における電力需要力ープのイメージ
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・電力消費のうち、空調が約26%、照明が約32%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約58%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

冬

3 6 9

一般的な冬の
ロードカーブ

ノ/

12

OA機器
196

ー/ー

15

出典

2118

資源エネルギー庁推計

炊飯器
196

浄便座y
10局

水搬送ノ
ポンプ
7%

エレベ一 1
夕
7% 出典.資源エネルギー庁推計

図2:電気による暖房を中1山とするホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

照明

・き己載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています

・一定の条件の元での試算結果ですので、各凡の建物の利用状況により削減値は異なります。
方策によの効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
節電を意諏しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適蜘なものとなら恋いようご注意下さい

頁いし薮す

客室以外のエリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、宴会場等)は空調を停止する

・ロビー、廊下、事務室等の室内温度を19゜Cとする。

メンテナンスや日尺の節

・客室外気給気/浴室排気システムの場合は、10時~17時の送風

または停止する。

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等)は消灯する。

宿泊客ヘの協力要請を通じて客室の照明を抑制する(使用してい恋い照明の消灯等)。

厨房排気を確認し適正な風量に調節する(過大な場合は外気を誘引してしまうため)。

車の動きが少ない時間帯の駐車場給排気ファンの閻欠運転をする。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

暖気を逃がさないよう、遮熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

宿泊客ヘの協力要請を通じて、客室の空調を抑制する(温度設定を下げる等)。

客室冷蔵庫のスイッチは「靭」で待機する。

給湯循環ポンプの10時~17θ凱空室θ劃の流削減または停止する(中央給湯方式)。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く.

自動販売機の管理者の協力の下、適翊な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を入し警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

空調

建物全体に対
する節効果

14%

1%

2%

コンセント
動力

を50%風

実行
チエック

(3『ユ下げだ畑6)

、

従業員や宿泊客ヘの節電の啓発も大事です

施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。

節電担当者を任命し、任者(支配人・部門長恋ど)と関係全部門が出席レたフォローアップ会議
節電 や節電パトロールを定期的に実施する

啓発 ・館内での貼り紙などを通じて宿泊客ヘ節電を呼ぴかける。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う

3%

※ご注意

電力削減。

翻
翻



飲食店(フ,ミリーレストラン、居酒屋、ファーストフード店など)

.飲食店の力消事例

'ヤ.'.

・24時問型・昼型,夜型など営業種別により営業時間帯が異恋り、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異なのます。

図1:飲食店における電力需要力ーブの事例
^一)3条^雪聖24θ寺凡罰雪旦

伊D 居酒屋なと例)ファミリーレストランなど

照明
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・電力消費のうち、空調が約14%、照明が約25%、厨房機器等(給湯・冷蔵庫・ショー
ケース等)で約47%を占めます

・これらを合わせると電力消費の約86%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

空調、照明、
厨房機器等
で約86%
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その他
"%

^

冷蔵庫
16%

空調
14%

出典:資源エネルギー庁推計

、2:飲食店における用途別電力消費比率の事例
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飲食店

3つの基本アクションをお願いし

・使用してい恋いエリア(事務室等)や不要な場所

(看板、外部照明等)の消灯を徹底し、照明
客席の照明を半分程度間引きする。

・店舗の室内温度を19゜Cとする空調

・冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、
厨房 1%未満庫内の整理を行うとともに、温度調節等を実施する

メンテナンスや日凡の節電努力もお願いし

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
照明 (従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力削減。)

※ご注意 ・空調については電気式空調を想定していぎす。
一定の条件の元での試算結果ですので、各んの建物の利用状況によの削減値は異なります。
・節電を意識しすぎるあまの、保健衛生上、安全上及び管理上不適切尿ものとならないようご注意下さい。

・使用していないエリアは空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

・暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

・ハロゲンヒーターなど、電熱線系の暖房機器の利用を避ける。

使用していない機器(調理機器など)のプラグを抜く。

調理機器の設定温度の見直しを行う。

業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時問を低減し、冷気流出防止ビニールカーテンを
設置する。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

調

厨房

建物全体に対

する節効果

コンセント

動力

10%

実行

チエック

その他・デマンド監視装置を入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

2%

従業員ヘの節電の啓発も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、責任者(店長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議節電
や節電パトロールを実施する。啓発

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。



学校(小中高)

.学校(小中高)の

・平均的な学校においては、日中(9時~17時)に高い電力消費が続きます。

図1:公立小学校(事例)における電力需要力ーブのイメージ

kvv ^

力消費の特徴

冬'閑.'三"

・冬季においては、照明が約74%を占めています。

・教室部分に電気を使う暖房機器を設置していない場合が多いため、照明の比率が高く恋っ
ていますが、電気を使う空調(エアコン等)を設置している学校については空調の比率が
高く恋ることに留意が必要です。

空調
5%

照明で
約74%

3

照明
65%

6 9 12 15

出典

A機器_
4%

2118

源工才、ルギー庁推言十

体育館照明y
9%

その他
17%

図2

出典.資源工才、ルギー庁推計

一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校(小中高)

照明

頁いします

教室、臓員室、廊下の照明を問引きする。

点灯方法や使用場所を工夫し恋がら体育館の照明を1/4程度間引きする。

メンテナンスや白Rの節電努力もお願いし

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減

・体喬館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライトランプに交換する。
(水銀ランプをセラミックメタルハライドランプに交換した場合、約50%消費電力削減。

・使用していないエリア(教室、音楽室等)は空調を停止する。

調

暖気を逃がさ悲いよう、断熱フィルム、夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

特別教室(音楽室、コンピユータ室等)は連続利用する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・待機電力を削減する。(特に冬休み中はパソコン、テレピ等のプラグをコンセントから
抜く。)
・献立や調理の工夫により食を減らして食器洗浄機を使用したの、熱風保管の

r之

・手洗い等、水の流し放し、水の出しすぎに注意する

・節水こま、泡沫水洗を使用する

コンセント

動力

その他

建物全体に対
する節効果

15%
1約4割織の,合}

2%

※ご注意

実行

チエック

節電

啓発

・児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する

・節電担当者を決め、任者(校長先生等)と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト
ロールを実施する。

・学校関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う

・記戯している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています。
・一定の条件の元での試鼻結果ですので、各Rの建物の利用状況により削滅値は異なります。
方策により効果が重復するものがあるため、単純に合計はできません.
節電を意識しすぎるあまの、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上不適靭恋ものと恋ら恋いようご注意下さい。



製造業

.製造業 電肖 特徴

舳.,、、""1加
1 1

匪亜直正亜正亜

閑羣二

電力消費のうち、生産設備が占める割合が高く恋ってし
ないよう、一般設備を中1小に節電に取り組んでくださし

電

図義迫業の用"、"1電 費

費 異
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製造業

郷梨造美ぽ痩8グこ'とに詔力使ノ宥の形詣カウ大きぐ罫女るだめ各殿傭こ辻の紡蛮駆を詔剛bてι1ミず。

・不要又は'機犬,こある気設備の電源オフ及びモーター等の回転機の空転防
止を徹底する。
・電気炉、電気加熱装置の断熱を強化する。
(節電効果:保温施工の実施伊D

電 ユ
・使用側の圧力を見直すことによりコンプレッサの供給圧力を低減する。

1P
、

、.

・コンプレッサの吸気温度を低減する[設場所の室温と外気温を見合いする]
^鬼

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御を行う。
^さ:コ'レい ー、ー0

・インバータ機能を持つポンプ・ファンの運転方法を見直す。
し圧が80 とっだに ンバー゛

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機・ヒートポンプ等の動力を削減
r t'フ'-9τ)ヘ節効

※L生意

生産用動力の稼働シフトによる電カピーク抑制

・生産用動力の起動を節電時間箒の前にシフトする。

・事務作業等の時間を調整し、電カピークをシフトする。

・需給調整契約(料金インセンティブ)に基づく操業シフト。

8%

2%

9%

15%

8%

機械・設備毎の
節効果

(※)生産活勤ヘの実質的な影が少ない一般設備を中1山とした節電をお願いいたします。

蒲(0系明・空

・使用していないエリアは消灯を徹底する。

照明・白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明に交換する。 ①76%
ED にノーン い仁,60W -

・工場内の温度を19゜Cとする。
27%

(節電効果:室内温度設定を3で下げだ合)
空 堂

・外気取入を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する 34%
(節電効果:換気ファンの間欠運転または停止によ1つ3096響入を低減した合)

その他

稼働

シフト

・記蹴している節電効果は、機械・設備毎の消電力に対する節電効果の想定割含の目安です
そのため、設備内容や利用状況等によって効果は異なる場合があります.
・空調については電式空調を想定しています。
・節電を意識しすぎるあ茸り、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さし

・デマンド監視装置を入し、報発生時には予め決めておいた節電対策を実施する

・設備・機器のメンテナンスを適翊かつ定期的に実施することでロスを低減する

・節電担当者を決め、責任者(社長・工場長)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを実施する

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

節電

啓発

実行
チエツク

Ⅲ



記'仮!
オフィスビルの場合》

讓ずは、

照明

5 ヨいします

間引きする。執務エリアの照明^
使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する

・テナント・オーナーによる適如な空調の使用(次項参照)。

・使用していないエリアは空調を停止する。

・長時間席を離れるときは、 OA機器の電源を切るか、スタンパイモードにする。

空調

コンセント

動力

自社の実状に応じてアレンジして下さい。

さらに、

・室内のC02'度の基準範囲内で、換気ファンの一定時問の停止、または問欠運転
によって外気取入れを調整する(外気入による負荷を減らすため)。

・夕方以降はプラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力

を削減する(セントラル式空調の場合)。

・空調機器のピークシフトを行う。

調

メンテナンスや日Rの節亀のお願い

・昼休み恋どは完全消灯を1山掛ける。

・4分の1の照明を従来型蛍光灯からHf蛍光灯に交換する。
照明

J

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、

本計画に盛り込む節電メニユーを選びましょう()
※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう。

※実施でき恋いメニユーを盛り込む必要はありません。

参考

数値を

^皿
^

^
^
^四

^区
^区
^区
^区

区
33% 14)×40%
3%

り40 。,ー

建物全体に対
す

'を先

調

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度カザ

電気室、サーバー室'自社の実状に応じてフォーマットの対策
室外機周辺の障害物.アレンジしていただいて結構です。

'外工(ガ )空.保し、る合1そ

実行

チエック

玉,

図
.
皿
興



今冬の節電見込み値('1.5%~'5.6%)以上を目指した
節電の組

オフィスビルの場合

・執務エリアの照明を半分程度間引き

・設定温度を19゜Cにするなど、適切な空調利用を徹底

ドラッグストア(卸・小売店)の場合

・店舗の照明を1/4程度間引き

・空調の設定温度を19゜Cに

食品スーーの場合

・店舗の照明を1/'4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定
冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

合計

' 8g6

' 4g6

'1296

シティホテル(ホテル・旅館の場合

596 (='1096 × 1/2)

8今6

合計'1396

客室以外の照明を半分程度間引き

学校(小中高)の場合

・教室、職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする

合計

' 696

'1196

'1496

'1196

(='1596 × 3,/4)

'
'



冬の節電く節電

.節電・力需給に関する情報をWebでご紹介しています

政府の節電ボータルサイト「節電.ΞOJP」

htt ://゛1VVVV.setsuden.0

経済産業省ホームページ

htt ://VVWW.meti.0.'/setsuden/index.html

力需給にする情報等

.節電診断、省エネ診、出張説明会等のご案内

工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料節電
診断」「無料省エネ診断」を実施しています。

また、地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開
催する節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣
する「無料講師派遣」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するボータノ
サイト htt ://WWW.ecc'.引.'/shi"d."/i"d.".htm1 をご確認下さい。

この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ
ンシェルジュ」を派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等
については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ
hせ://WVVW.shouenekaden.com をご確言忍くナ'さし、。

.節電力需給に関するお問い合わせはこちら

キ又斉産業省 03-3501-1511(代表)


